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口 三 い
文京探索委員会 ― 

活動記©

涅光寺

道路が斜めになっており歩き
にく い 「巻き石通り」を32年
間かけてバリアフリー化と無
電柱化を進めていきます。えび
さわは、 あまりに長すぎるので
9日でも早くできるようにして

欲しいと要望をしました。
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南総里見八六伝の作老
「滝沢馬琴」の墓があり、

また小石Ill七福神の一つ
であ5憲比寿天も祀られ
マいます．

． 

． ····· 
. 

. ........ ..
． 

． 

． 

． 

I•••••••••• 

． 

．

．

．

 

③蕎麦人弁慶 I : 
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④拓殖大学
文京キャンバス
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切支丹屋敷跡
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鎖国禁数政策の時代に 、 宣数師や信巷を
収容した屋敷肱
201碑に切支円屈敷跡のマンション達設瞬
に、 イタリアの宜教師ヨハン・シドッチの遺
体が発握されました。 新＃白石は、 シドッ
チを尋問しば迂紐笥」を著しました．

地磁通•1高店街
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名前の由来は、 明治初期に神田
川の氾濫があ'l.'fの時にどこ
からともなくお地さんが流わ
沿いたことからだそうです．

文化と 歴史に恵まれた文京区。 気になるところに寄り道しながら、

見で食べて、 勉強しで散策をしながら文京区を丸こと定で楽しむ
活動 です。文京区が好きな 人、 文京区に住んでいる人 ｀ 老若男女、

みんなでわいわいしませんか．

文京探索委員会 http://ebisawakeiko.com/tansaku/ 

①江戸/IIばしたいやき浪花宗
文京区関口1-5-8 匹03-3268-6261

鉄型で一枚一枚丁寧に焼き
上げてい る、 地蔵通り商店
街のたい焼き屋さん。 1匹す ず，
つ焼かれる「天然物」のたい
焼きは、 皮1さ薄<
餡は甘さ抑えめ．

焼き立てがい た
だけるの が嬉し
い。 人形焼き風の
ミニ鯛煩きも販
売している．

噌
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一
®蕎麦人弁慶 江戸/II橋店

文京区閲口l-10-ll 云03-5206-5540 文京区小日向3・4-14

護国寺店と比べると少し力
ジュアルな雰囲気天井に
は弁慶のシンポルの古材の
柱が架かっ ている。 毎日変

は、 旬の食材を積
わる「おすすめ」 《醇
極的に取り入れて
いる。 季節のそば
や日替わりランチ

（そばと丼ぷりの
セット）が人気．

纂合写真：江戸川橋駅にて

＠本手焼きせんぺし 1喜作
文京区関口l-7-2四03・3268-1121.......................... 

苔ながらの手焼きにより備
長炭で一枚一枚「せんぺい」
を焼いている． 地蔵通り商
店街のせんべい歴さん。 確
かな味を守るた
め 、 創業65年を
迎えた今も、 創業
からの 一 つの店
を切り盛りしなが
ら、 手焼きを貫い
ている。

④拓殖六学 文京キャン1,ス

1900年 、 桂太郎公爵によ
り台湾協会学校として台湾
開発に貢献しうる人材の育
成を目的に設立された。

正門近くにある歴
史ある遠物は、 創 § 
立110余年の 歴
史 と伝統を伝える
文京キャンパスの
シンポル棟。

〇
三竺

詈三；溢です ．

峯
みなさん一緒に散歩を楽しみましょぅ＊

文京探索委呂会代表えびさわけいこ改京区議会議員）

饂冒
鼻
刃

次回の活動は
9月30日（日）午前11峙

茎荷谷駅集合

エピぢゃん応援蹂プロゲ
http://ameblo.jp/ebi-aru囮I
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活 動 記 C

茗
荷
谷
駅

江 戸 川 橋 駅

地 蔵 通 り 商 店 街

名  前  の  由  来  は  、 明  治  初  期  に  神  田

川 の 氾 濫 が あ り 、 そ の 時 に ど こ

か  ら と  も  な  く お  地  蔵  さ ん  が  流  れ

着 い た こ と か ら だ  そ う で す 。

③ 蕎 麦 人 弁 慶

深 光 寺

鎖 国 禁 教 政 策 の 時 代 に 、 宣 教 師 や 信 者 を

収 容 し た 屋 敷  跡 。

2 0 1 4 年 に 切 支 丹 屋 敷 跡 の マ ン シ ョ ン 建 設 時

に 、 イ タ リ ア の 宣 教 師 ヨ ハ ン ・ シ ド ッ チ の 遺

体  が  発  掘  さ  れ  ま  し  た  。 新  井  白  石  は  、 シ  ド  ッ

チ を 尋 問 し 「 西 洋 紀 聞 」 を 著 し ま し た 。

切 支 丹 屋 敷 跡

④ 拓 殖 大 学
文 京 キ ャ ン パ ス

① た い や き 浪 花 家

② 本 手 焼 き せ ん べ い 喜 作

第 5 2 回

活 動 記 C第 5 2 回

集 合 写 真 ： 江 戸 川 橋 駅 に て文 京 探 索 委 員 会 　 h t t p: / / e bi s a w a k ei k o. c o m / t a n s a k u /

文  京 区 関 口 1- 5 -  8 　 ☎ 0 3- 3 2 6 8- 6 2 6 1

文 京 探 索 委 員 会
2 0 1 8. 2. 2 4  江 戸 川 橋 ～ 茗 荷 谷

G O AL

S T A R T

文 京 探 索 委 員 会

2 0 1 8. 2. 2 4  江 戸 川 橋 ～ 茗 荷 谷

文 化 と 歴 史 に 恵 ま れ た 文 京 区 。 気 に な る と こ ろ に 寄 り 道 し な が ら 、

見 て 、 食 べ て 、 勉 強 し て … 散  策 を し な が ら 文  京 区 を 丸 ご と 足 で 楽 し む

活 動 で す 。 文 京 区 が 好 き な 人 、 文 京 区 に 住 ん で い る 人 、 老 若 男 女 、

み ん な で わ い わ い し ま せ ん か 。

鉄 型 で 一 枚 一 枚 丁 寧 に 焼 き

上  げ  て  い  る  、 地  蔵  通  り  商  店

街 の た い 焼 き 屋 さ ん 。 1 匹 ず

つ  焼  か  れ  る 「  天  然  物  」 の  た  い

焼  き  は  、 皮  は  薄  く

餡 は 甘 さ 抑 え め 。

焼 き 立 て が い た

だ け る の が 嬉 し

い  。 人  形  焼  き  風  の

ミ ニ 鯛 焼 き も 販

売 し て い  る 。

文 京 探 索 委 員 会 は 文 京 区 の い い と こ ろ を

多 く の 方 に 知 っ て も ら い た い と 始 め た 活 動 で す 。

活 動 は だ い た い 2 か 月 に 1 回 で す 。

み な さ ん 一 緒 に 散 歩 を 楽 し み ま し ょ う ★

文 京 探 索 委 員 会 代 表 　 え び さ わ け い こ （ 文 京 区 議 会 議 員 ）

次 回 の 活 動 は

9 月 3 0 日（  日  ） 午  前 1 1  時

茗 荷 谷 駅 集 合

エ ビ  ち ゃ ん 応  援  隊 ブ ロ グ
  htt p: / / a m e bl o.j p / e bi- ar u k u / 

① 江 戸 川 ば し た い や き 浪 花 家

南 総 里 見 八 犬 伝 の 作 者

「 滝 沢 馬 琴 」 の 墓 が あ り 、

ま た 小 石 川 七 福 神 の 一 つ

で あ る 恵 比 寿 天 も 祀 ら れ

て い ま す 。

道 路 が 斜 め に な っ て お り 歩 き

に  く  い 「  巻  き  石  通  り  」 を 3 2  年

間 か け て バ リ ア フ リ ー 化 と 無

電 柱 化 を 進 め て い き ま す 。 え び

さ  わ  は  、 あ  ま  り  に  長  す  ぎ  る  の  で

１ 日  で  も  早  く で  き る  よ  う  に し て

欲 し い と 要 望 を し ま し た 。

文  京  区  関 口 1- 7-  2 　 ☎ 0  3 -  3  2  6  8 - 1 1 2 1

昔 な が ら の 手 焼 き に よ り 備

長 炭 で 一 枚 一 枚 「 せ ん べ い 」

を  焼  い  て  い  る  、 地  蔵  通  り  商

店  街  の  せ  ん  べ  い  屋  さ  ん  。 確

か な 味 を 守 る た

め 、 創 業 6 5 年 を

迎  え  た  今  も  、 創  業

か ら の 一 つ の 店

を  切 り 盛 り し な  が

ら  、 手  焼  き  を  貫  い

て い る 。

② 本 手 焼 き せ ん べ い 喜 作

文  京  区  関  口 1- 1 0 - 1 1 　 ☎ 0 3- 5 2 0 6- 5 5 4 0

護 国 寺 店 と 比 べ る と 少 し カ

ジ  ュ  ア  ル  な  雰  囲  気  。 天  井  に

は 弁 慶 の シ ン ボ ル の 古 材 の

柱  が  架  か  っ  て  い  る  。 毎  日  変

わ  る 「  お  す  す  め  」

は  、 旬  の  食  材  を  積

極  的  に  取 り 入 れ て

い  る  。 季  節  の  そ  ば

や 日 替 わ り ラ ン チ

（ そ ば と 丼 ぶ り の

セ  ッ  ト  ） が  人  気  。

③ 蕎 麦 人 弁 慶 　 江 戸 川 橋 店
文  京  区  小  日 向  3 -  4 - 1 4

1 9 0 0 年 、 桂 太 郎 公 爵 に よ

り 台 湾 協 会 学 校 と し て 台 湾

開 発 に 貢 献 し う る 人 材 の 育

成 を 目 的 に 設 立 さ れ た 。

正 門 近 く に あ る 歴

史 あ る 建 物 は 、 創

立 1 1 0   余  年  の  歴

史 と 伝 統 を 伝 え る

文  京  キ  ャ ン パ  ス の

シ ン ボ ル 棟 。

④ 拓 殖 大 学 　 文 京 キ ャ ン パ ス
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